コロナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 
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1 .特に注活していただぎたいこと、 
安をのために必すおなりください’ 
2 •使巧する巧巧 . 

3. を部の咨辄 . 

4. 使巧前の準備 . 

5. 使巧ち法 . 

6. をを装宙 . 

7. その他の装宙 . 

8. 曰萬の点お.寺入れ . 

9. 定期点お ... 

10. 故障’異常の見分け巧と処宙巧を- 

11. 部品を換のし力、た . 

12. 保管（畏巧面使巧しないなさ) . 

13. 化様 . 

14. アフターサービス . 

15. おがけ . 
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使用燃料：巧油 
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1.谢 d 結して I 化だをた I にと、链のために0ずボ刖ください 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをじ正しくお使いいただぎ、あな 
たや他の人々への危害や目す産への損害を未がに防止ずるために、いろいろな給表示を 
しでいます。その表示と意味はなのよラになっでいます。巧容をよく理辭しでから本 
でをお読みください。 

A ^と t : この表示を無視しで、誤った巧り巧いをすると、人び巧 t : または重傷を負ラ 
LLS 胃 "*0 巧能性が想定される内容を示しでいます。 

A :そち この表巧を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ危険が想定 
ム / X / i 5 f \ される内容および物が)損書のみの発まび想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

(§) 


么記号はま意を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具化のをを意內咨(を図の場合は一般のなを意)び描かれでい 
ます。 

( S > 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やおおに具化的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)力*描か 
れでいます。 

独記号は行為を強制したり指示する内容を告げるをのでず。 

図の中に具体的な指巧内容(を図の場合は擊源ブラグをコンじントか 
ら巧いでください)が描かれでいます。 



参ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い';由は、絶巧に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 




が m を険 

給排気筒（管•ホース）び正しく接続されでい 
るか点検しでください。 

外れでいると選転中に排ガスび室内に漏れで、 
危險です。 


>給排気筒トップ閉そく危険 

穫雪びをいときには、給が気筒トップの周りび 
雪でふさびれでいないことを確認しでください。 
ふさか’れでいるときは、除雪しでください。 

運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 












参温風吹出□をふさびない 〇 ク 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさびな f ら人り 

し、でください。 グ I 旨^ /。 へ ) 

巧類、紙などでふさぐと、义がの原因じなります。グ^^^ 


参スプレー生 厳禁 

殺虫剤などのスブレー定を温風のあたるところに放 
置しないでください。熱でスブレー定の旺力が上び, 
り、爆凳し、危険です。 


♦可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、可燃性ガスび発をするちの（ベンジン、シ 
ンナ ー、 ガソリン)、スブレーを使巧しないでください。 

火おや故障の原因になります。 



A ま局 

♦力ーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。 
火ぶび発をするおそれびあります。 , 


fo 


♦給油時消乂 

給油は、必す消义しでから巧い、こぼれたな油はよ 
くふき巧つでください。火災のおそれがあります。 


♦異常時使巧禁止 

方一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 

すみやかに運転スイツチをI■厚止」にしでください< 


参温風に直接あた！5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

傾温やけどや脱か症状になるおそれびあ0ます。 



I 陶こおさ様や i ;おを寄り、体の不自由な方び懊われるときは、：周囲み乂が卡みま意じで 
<ださい。 

巧類などを乾燥した場を、棄なによつで色あせずるごとがあります。 . 












A ミ主意 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒にをなどぶれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれか‘あります。 

•ルさいお牙様のいるご家庭では,：特にを葛しでくださしが:；， 




参分辭修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 

お買い巧めの販売店(こ修理を依頼しで < ださい: 


幻 




•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ス I -ーブ本 f 本や給排気 
筒には巧暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。 
义災や排乃スび室内に漏れる原因となり危険でず。 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりし 
ないでください。また、電源プラグを抜くときは、 
コードを持つで引ぎ抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。 



0 
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♦電源プラグは確実に塞し込む 
電源プラグはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 
また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使巧しないでくだ 
さい。 

义災の原因になります。 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

. 長期間使巧しないときは、電源プラグをおいでください t 
乂巧やず想しない事故の原因になります。 


♦電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグをおき、ほこりおよび金属物を除去しで 
ください。ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、火災 
の原因になります。 


善 






参電源の接続 

• 電源は適正配線された単ホ目10 0V のコンたントながは使巧し 
ないでください。発熱•発火の原因になりまず。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用.他の電 
気器具とのタコ足配線をしないでください。発熱•発义の原 
因になります。 

参腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどをのせないでく 
ださい。やけどしたり、ストーフカ、‘変形ずることび 
あります。また、水力す巧部に入ると、感電、义お、 

故障の原因になります。 

•な油の保管 

0油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰おを避けた場所に 
保管しでください。乃ソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤っで使用すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 

♦変質な油禁止 

変質な；巧、ちれた灯ミ由、がの混じっている巧油などを使巧しない 
で < ださい。 

異篱燃焼や故障のおそれがあります。 

参指や棒を入れない 

給が気筒トツプに指や棒などを六れないでください。 

けか’や义ぶの原因になります。 

•給排気筒の接続に関ずる注意 liSk . 

給排気筒の接続は、正しい位置に接続しでください。 な 

誤つた接続をすると、異萬燃焼や义災の原因となり 
ます。 


参据付け上のを意 

• お客様ご自身による工事は危険です。据巧け工事や移設工事は、 
必ずお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•ストーブおよび給排気筒の据巧けについでは、乂がをお条例、 
扫油燃焼機器の設置畳準による規制びありますので、これに 
従って据巧けでください。 

•ストーブの固定は、本体固定を具などで、確実に固定しでく 
ださい。 
















A 出音' 

♦巧流ファンガードをはずしての運転禁止 （ FF -3 日 OS のみ） 

巧流ファンガードをはずした状態で運輯しますと、カーテンなど 
を尝ぎこんで乂災じなるおそれびあります。 

またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 

0 

•廃棄ずるときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のな油をおき取ってく 
ださい。に0ページ参照） 

の•油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ重故になる 
おそれがあります。 

J 


Is . ほ用ずる場巧 

まをに使用ずるために 


参7ントルピースなどじは据がけないでくださし、。 



♦標高力 500 m を超える揚巧では使巧しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

標高500 m 〜150日 m で巧巧する場合は調整び必要です。 

(詳しくは、型紙裏面のェ肇説明書 （ 轟15で博用の場さ）をご覧ください。 ) 




0 


參温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないでください。 

効果的に使用ずるたゆに 



窓の下や壁面 
に設置 


温風の循環を 
妨げない 



♦が気に接する窓の下や壁面に置くと、ち扇びストーブで 
暖められ、温風としでな流しますので効果のです。 


♦温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

L •隋害物びあをと、;部屋の温度にむらができるばかりで i 
なを、-本棉あ温度びと昇じで信陵をす。' : 

♦温風の出□側の空間をにくとれる場所を還んでください。 
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圍3.るがのちが 


外観図 















































構造図 

〈件-440 S 〉 < FF -3 已 0 S 〉 



操作部 • 表示部 ※イラストは FF -350 S で説明しでいます。 


デジタル表巧部 -時計動巧おはよラ おやずみ たーブ運お單源ランプ 

持刻表示~ 1 コ□ンタイマーランプタイマーランプ ランフ I 



I 時計渦節巧タン おはよラ おやずみ た一つ溜転 I 

の換スイッチ溫度洞節ポタンタイマーポタンタイ7—ポタン ボタン 運転スイッチ 

























んほ用前のを偏 
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燃料はな巧 （ J 旧1音な油）を必す使巧してください。 

• 「 A 警告 I ガソリンなど揮発牲の高いミをは、 A 

絶巧に使巧しないでください。 n 

义巧の原因になります。 ^ 

♦[么注意]変質な油、巧れたな迪、 ？ j < の混じ/ 
つでいる灯®などを使巧しないでください 。 P 
費常燃焼や故障のおそれか^あります。 v 

参么ま意 ] な;'宙は火気.雨水-ごみ.高湿お ^ 
よび置射曰化を避けた場所に保营しでくださ m 

ぃ。 ^ 

乃ソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や乂巧のおそれが 
あります。 


■変質な油-不純な油とは 


0 


打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 

ホす。（父のちのない巧で巧つでください J 


〇涵 

X qE 


ガソリンは 
すぐ乾< 


がシーズンより持 
ち趨しのな油 


# 


容器のふたび開け 
であつたり、乳白适》 
をのポリ容器で保、い丄<'' 
管したな油 ® 



長期間曰光のあた 
る巧や温度の高い 
巧に保管した灯油 


? J < • ごみやの■巧が 
がの油びほんのわ 
ずかでち混入した 
な油 




水•ごみ•かノリン.■巧 
巧》巧-てんぶ6巧 



♦極度に変質したちのは、黄芭蛛びかったり、すっぱいにおいがします。 
参必すなな巧のポリタンクをお使いください。 

♦な油はシーズン中に使いきりましよラ。 


■変質口油や不純灯油を使用すると … i 

’ ♦巧の程度にもよりますび、；協虎不良をおこしたり、 
. ストーブの損おを卓か..な障の原因になりまず。 
•水やごみびちな経路巧に流れ这み、燃巧不良や恩: 
义不良の原国にな0ます。： ' ■ 


■万一を質な油やで純な油を巧曲レたとをは、 

>ぉ贸いホめの販荒店または、::お近 < のコ□ナぉ客 
様ご巧がお □ (巧表おを照)にご狸格<ださい。 


変貿巧巧•不純の油び原因で修理を依頼されたとぎは、保証期間中でちな記のがまがとな0 
；.よす。 

，変質口油の処理でお困りの揚をは、なおをお買いホめの販売店にご相戲ください。 


8 
















G 給油の際のを順とま意） 

参 [ j 么注意]給;'をは必す消乂してから巧い、こぼれた巧油 
はよくふき取つでください。 

义がのおそれがありまず。 

♦送油バルブを閱じで給;'を□みたをはすし市販の給油ポン 
ブで給なしでください。油量計のを十が「満 J をさしたら 
給油をやめでください。 

給ミ由後は、給油□にあるストレーナを取り出しで、かや 
ごみびたまつでいたら掃隙をしでください。 

♦ストレーナを取り巧けで、お;'宙□風たを必すをとどおり 
締めでください。 



参給油の際は、か•ごみなどを入れないよラにを意しでください。 

化’ごみなどは燃焼不良や、ス1^ーブの寿命低下などの原因になります。 
参給油□ぶたは、確実に締めでくださし V ■. 



油タンクを空にしないよラにを意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、送姐経路のに空気びたまり、正萬に送巧びできなくなることびあり 
ます。このよラな場をにはなの順原で空気巧ぎをしでください。 

1. 油タンクに給ミをします。 

2. ス I ブ背面のオイルフイルタにはいている空気巧き用 
のねじをゆるめでください。（釘油び床にこぼれないよ 
ラに巧、容器などを巧意しでください。） 

3•ゴム製送油管をよくおり、送;'を経路巧の空気おぎを十分 
に巧つでください。 

4•空気が抜けでオイルフイルタの中じなミ由が満たされたら、 

空気巧ぎ用のねじを締めでください。 



•巧タンクは、当にしないよラに、草めにお巧しでください。 

•初めて運輯するときを、同じ手順でを;巧経路のを姐で満たしてから巧ってくたさレん 
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点乂前の準備と石 


r 定ミ由面器のたッ 

•のめで使巧するときやシーズンのめに使用する揚さ、ストー 
ブち側面の定巧面器 IJ たットボタンを巧しでください。 

♦リじットボタンは、据巧け時や、シーズンネリめに操作します。 
ストーブに強い衝壁をちえたりした揚合ちこの操作を巧って 
ください。 

•方 一、 点火操巧を4〜5好しでち着义しなかったり、着义を 
2〜3かで消义しでしまラ場合ち、 Ut ットボタンをがしで 
ください。な油流入□のゴム巧の固着びはすれでな油びスム 
ーズに流れます。 

リセットボタンを巧す際は、スぺーサをはすしで 
:巧さないでください。 

また、己秒が上巧し続けたり、何回ち巧し下げたりなど乱^ 
暴に取り扱わないでください。 

定巧面器よジ’組びあみれ出たり、異溝燃焼の原因となる揚 
合力部ります。 


リたツトポタン 



りたット 
ポタン\ 



G 送油経路の点検） 

•油タンクや送油管の接合部などから油漏れびないかどラか植認しでください。 

ミ由漏れのあるどきは、.使巧を中止レ、..痛タンクの这油六ルゴを聞じをからぉ資いおあか-販売店 
,じと相談'ください。 ... 


電源の接続 


[ A ま意1 




單源プラグ•コードの発熱-発义を防ぐために…… 

♦耍源プラグはコン忆ントに根元まで確寅に善し化んでください。 

参電源は必す適正酷線された単相 1 oov のコンたントを使巧しでください。 

参聖源コードは、途中で接続したり延長コードの使用.他の電気器具とのタコ足配線をしない 
でください。 


、ストーブ周囲の確認, 


ストーブの上や周囲に燃元やすいちのを置かないでください。 

r 給排気筒接続部の確認 ) 

♦ 1" 么酱を I 給が気筒が正しく接続されでいるか確認しでください。はすれでいると運插かにが刀 
スび室のに漏れで、危険です。 
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圍5•巧用方る 

点义 


溫風び出るまえに連短スイツチを「厚止 J じしでち約8お間は運輯を継続しますが異溝ではありま 
せん。これは燃焼室巧のホ燃ガスを完をに燃焼させるためのをを運乾です。 


1.油タンクの送油パルブを開いでください。 


2.運輯スイツチを巧してください。 

單源ランプの点なと同時に、時計表示（ホ忆ツトの場さは 
から、温度表況こ fc りり変わります。 



Op 

nirri 


:•詹义を約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などびかさな音を化すことびありますが;異常 

! . :ではあり.まちん。:.-;;早:ち与;:;;::品;:;;:ミ.困苗;:;；::吊;:::す 

♦巧使田時はストーブの耐熱窒料などが焼けで睦とにおいがでることびありまず。おをあけで 
部屋の換気をしでぐださい。 

•巧めでご使風こなるとき肤送な結路巧の空気だま0 (エアロック)によりぶが立おえにな 
る C ： とびありますび、!六昼消义して、ちえるのを待ってからをラー度な乂しでくださ〇。 

；•燃焼かに運抵スイッチを巧しもどしで r 消义 J にしたり、電源プラグを抜いたり、おはよう 
タイマーボタンを巧すなどしで適逗を止めますと自動消义し、本体内部力铺がしでからでな 
し、と再点义できません。 ••，• 

1 •パ気温が巧くなると、給排気筒の先輪から連結のに白煙がをることかあり桌お’とれは排ガ. 

1 ス中に含まれでいる化霖気が白く見えるためで、異萬燃晓【こよる白煙ではおりません。;, 
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室温の調節 

ス I ブ運輯中は、ルームサーモたンサにより設定温度に胞じで自動的に义力びのり変わります。 

1 •温度調節ボタン (▼§ 屋^を巧しで希望の設定湿度に合わせでください。 

• C ▼ほ I ボタンを 1 回巧すと設定温度カタ 1 で下びります。 

•障^ボタンを1回巧すと設定溫度が1で上昇します。 

• ボタンを押しつブけると、設定温度は連 
続しで愛わります。 

温度/時か阳節 

♦厚單か’あつた場合でち 1 か間が巧の停電であれば、再た 
ツトする必雲はありません。 

参ホ它ツトの場さ、設定温度は自動的に22でにたツトさ 
れます。 

•設定温度は、12でから30でまでの範囲びじットできま 
す。 



最か火力でち室温カタ上昇する場ち（気温の富いとき、曰あたりの良い部屋）は、じーブ運攝をお選 
びください。 

1 .亡ーブ運転ボタンを巧しでください。 

じーブ運輯ランプび点なし、室温び設定温度より約3で 
上昇すると、自動のに消义（じーブ消乂）し、設定温度 
まで下びると有動のに泻点义しで、室温を調節します。 


♦ t ーブ運輯を辭除する場さは、ちラ1度 t ーブ運捉ボタンを巧しでください。 
t — ブ運範ランプび消なしで通常達輸にちどります。 



炎の状態は青い《の中に、し K らかの黄をい炎啸乂）びまじっても異常ではありません。 


むーブ巧巧 




設定温度 室内温度 
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消乂 


1 .運極スイツチを巧しちどしで < ださい。 

霉源ランプは消灯しますび、本体の部びを却するまで燃 
焼巧-巧流巧送風機は、運輯を継続します。 

デジタル表巧部は温度表示から時刻表示にのり変わりま 
す。 


約10分後に本化巧部びち却され、燃焼巧-巧流用送風機 
が自動的に停止します。 


遇巧/停止, 
巧巧1=1 


CjoJ 


P1Im 


•巧化するときは、必す消义しでくださし、。 

参消义操作後、湿風が出でいる間は、給巧に電源プラグを巧かないでください。ちし巧きます ; i 
と、のぞき窓びすずでくちったり、ストーブの表面温度が上昇します。 

参!]公を意 I 長期間使用しない揚合は、巧流巧送風機び停止してから、電源プラグをコンじン 
卜から巧いでください。 


消乂後再点乂ずるとさの注意 


燃焼中に誤つで巧のよラな操作をすると、再点义まを装置の働きで、本化の部び冷却されるまで点 
火でぎませんので注意しでください。 

• 單源ブラグを抜いた。 

•おはよラタイマーボタンを巧した。 

•運癒スイッチを}甲しちどした。 

ただし、瞬間的な厚單（約3妙臥巧）の場合は、そのまま燃焼を継続します。 
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タイマーの使用方法 


0見巧時刻合わせ*タイマー時刻台わせ） 


1 .時計調節のの換スイツチを〔時計させ〕または〔タイマーさせ〕にします。 
•現を時刻を t ツトする前は、を表示し li - 時刻セットの場过 


ます。 

•タイ7-時刻を t ツトする前は、自動的に AM 
6 : 00に亡ットされでいます。 


時計 

雲基破> 編 


尽イマー時刻セツトの場を I 
時計 

ゎ化 — 


2.時計調節ボタンの 广時 ir 分 ） を押しで現を時刻またはタイマー点火時刻をじットしでください。 

I 回巧すごとに〇は1時間、は1分 
進みます。 

巧しつブけると表示は連続しで進みます。 


温度/時巧阳節 

口口)？ 

▼■(出 0 け) ■) A 

CW 1 時〕滞が 


• C 時1ボタンで時刻合わせをしたときは 、 AM 
- PM をまちか’えないよラ;ま意してください。 



3•の換スイッチを晰計〕の位置にさわせでください。 
時計動作コ□ンわ^点滅に変わり時計動作を開始します。 


：；; r .:.: ご，....:...;.....；:：....."；： ,• :: ：：•••： ；：.*• ：,:......ホ 

♦必す時計動巧コロンが点滅するごとを確認しでください。. ： J 

♦1 分な内の停電であれば^再通電をち現巧時刻を表巧しますかで時刻さわせの必藍はありま ' i 
せん。それ凶上め停單で、:時刻表示部がを表おしたら時刻合わせを巧ってください。 
.♦1分な巧の偉單であれば、再通電後をタイマーセット時刻は記憶されでいます。’ 

セット時刻を密更するとぎががはタイマー時刻たットは不蜜でず。 
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タイマーの使用方法 

( T おはよラタイマー） 

■ス I フ'停止中からのタイマー它ツト方ま 

1•選爾スイツチを押しでください。 

♦ストーブ運転中は必髮ありませ/: ' 

2.おはよラタイマーボタンを巧しでください。 

おはよラタイマーランプび点なしで、たツト完3でず。 

デジタル表示部におはよラタイマ ー t ツト時刻か•表示され、おは 
よラタイマー運転に入りまず。 

参約5砂後に現を時刻表示じをどります。 

•さねせた時刻になると、它ーブ運転を開始します。 


♦必ずタイマ^のたットを先に巧ってください i 

♦ストーブ停比中がらおはよラタイマーをたットずる場合は、運転スイッチを巧しでから已砂;^ 
なのにおはよラタイマーポタンを巧してください お：.....::;，..，：；. 

; 5#が上摇過すると一呂点义動作に入るため、燃焼巧送風機び8か間回り続けます。 

■おはよラタイ7—の辭除 

1.おはよラタイ7—ボタンを巧します。 

おはよラタイマーランプ；び消灯し、デジタル表示部び温度表示にのり変わります。 

♦このままであれば自動的に燃焼を開始します。障止する場合は、運転スイッチを押しちどしでく 
ださい。 

•外出時など、皆巧中に燃焼を開始するよラなみイマーたシドは箱巧じじないでく担さし、 ; 

- …:.直';:.お;;.； を:;:;:;;.;..::;:;: 1.;.;.: 


タイ7—逆な 
Esa 1時巧 [=] 


旦時旧こつ 
おはよラおやすみ 
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タイマーの使用方法 

( f おやすみタイマーつ 

■おやすみタイ7—運輯 
1•おやすみタイマーボタンを巧しでください。 

設定時間のおやすみタイマーランプび点なし、設定時間経過を自 
動消义し、同時にデジタル表示部は [3. ’に£|となります。 

• 1回巧す-1時間運輯を自動消乂 

• 2回押す-2時間運輯後白動消义 

(このとぎ運輯スイツチは、運窗化態のままにしでおいでください。） 

■おやすみタイマー運転の解除 

1 •おやすみタイマーボタンを押しで、おやすみタイマーランプを消の•させでくださし、。 

•このが態で、おはよラタイマー運扇されでいない揚合は燃焼び継続しますので、消乂するときは 
運範スイツチを巧しちどしでください。 


タイ 7— 巧巧 


1時な I 
2時旧 I 


おはよラおやすみ 




( T おはよラタイマーと、おやすみタイマーの 同時運転 ) 

1. おやすみタイマーをたットしでください。 

2 . おはよラタイマーをじットしてください。 

:; .'.胃:‘:お片苗み •夕 單署延苗 g ッドを弟に 巧ってくださし、。:: ';.; . . 巧:;‘‘:こ ';;巧 

•おはよラタイマーのたツトを先にないますと、一旦消火しで本が:巧部がちえでからでないと、 
::巧点义できません。'‘''… I ' 


チヤイ J レドロック 


お5様などによるいたずら操巧の防止や、誤つで運质スイツチを巧しでち点火しないよラにずる機 
能でず。 


1.停止中にチヤイルド□ツクボタン（じーブ運輯ボタン兼巧）を3视 
がのに3回巧しでください。 

チヤイルド□ツクびたツトされ、デジタル表示部び固になります。 

•チヤイルド□ツクの辭除は、再度チャイルド□ックボタンを3砂な 
巧に3回巧しでください。 


d fe — ブ運ち 


チサイルドロック(—》 
(徊巧い MU ド 


n im 


i 参チヤイルド□ツクのセツ;卜中は、運転スイツチを押しでちな火しません。 

通萬運輯じちどす場合は運転スイツチを巧しちどしでから、チャイルド□ツクの辭除を して 
ください。.’；： 
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圍もまを装置 

このストーブには夕のよラなをを装置びついでいまず。すべでの安全装置は、異常び取 
り厳かれでを再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


巧震自動消乂装置 


地農（約農度5な上）や強い衝摩を受けたときは巧麗 
白動消乂装置か’作動しで白動的に消义します。 

(り表示） 

地巧によつで作動した場合、同囲の巧 
燃物、機器の損巧、巧漏れ、給が気闻 
のはすれなど嵩常がなレことを確認し 
でから再点义してください。 

点乂安全装置-燃焼制御装置 


油のれ-点义ミス-遗中巧义したときじ自動的に消义 
します。 

([ミ. E ? 表示） 

曰常のなお.字入れ （18 〜2か<—ジ参照） 
をしでから点父操作をしでください。 
処度しでち燥り返しエラーま示が出る 
とさは、一写運転スイッチを r 厚止」 
にして販売店に連絡しでください。 

停電安全装置 


厚單や耍源プラグびコンじントから抜けたときは、す 
ぺでの運起を停止します。 

惇逗復怖（再通窜）をデジタル表示部 
にび表示され、ス1 ブは運転し 
ません。 

再度な乂操作をしでください。 

過熱 防止 装置(ま全サ—モスタット） 


温風空気取入□や温風の出□びほこりなどでぶさびれ 
た0、ス1 ブ前面に障害物力すあるなどしで本化内部 
が過熱すると自動的に消义します。（表示部を消阿） 

温風空気取入□や温風の化□のおおを 
しでから再な义しでください。 （21 〜 
22ぺージを照） 

処置してち線り返しエラー表示び出る 
とぎは、一旦運乾スイッチを「厚止 J 
にしで販売店に連絡しでください。 
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7. その化の装置 


排気管抜け検知装置 


排気管の接続部びはすれたり、排気管巧け検知巧リー 
ド線び断線したときには、まを装置び巧動し、エラー 
表示臣互を表あし、自動的に消义します。 

争が気營巧け粉31装置にたよらず、給が気商や延: 
長管を白に1度は点検しで < ださい。 


再点乂安全装置 


消乂直後、ホ体肉部か’ち却しないラちに再点火操作をしでち、一昼巧却しでからでないと燃焼しな 
いようになつでいます。 

室温異常上昇防止装置 


部屋の温度び50でな上になったときにエラー表巧医を表示し、自動的に消义します。 
ルームサーモ忆ンサの周固を点検しでください。 


原因を調べ、処置後点火操作をしでくだ 
排気□キャップ 



が気営巧け vy 

I ぉ知刖-ド知 // 拾が気固 

排気管抜け検知巧リード線のゆるみまた 
は、はすれ-断線びないか確認しでくだ 
さい。 ‘ 


瓦日常の点検 • 手入れ 


点検•手；\れは、消义をストーブび十分冷えでから、必す覃源プラグをコンじントから 
巧いで巧つでください。 


辛畢荀朝吊の分輯ゃ巿販品とか交棱は絶如をじないをください。 
-.,1•概焼部の巧辆は絶巧にしないでください。;… 


ストーブとストープ周固の点検 


(使巧ごと） 


1.1] 公を意 I ストーブの周固は、常に整理.清掃し、燃之やずいちのを置かないでくだちい。 

2•ほこりやちれをそのままにしでおくと、油びしみたりしで危険です。 

ストーブは、いつを清潔にしでご使用ください。 

3. 巧カリ扇れでいたり、ミをのたまり、にじみびないか点検しでください。 

;•巧漏れろぁ窺 i さもぉ買いホめの販齐店に修理岩漏[で端ミい；： 

4. ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでください。屋外での使巧は禁比されでいます。 

屋巧で：1ム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れカタないか混認し、 
欠点のあるとぎは交換しでください。交換のめやすは、3をに一度です。 
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給排気筒接続部のゆるみおよびトツプ周囲の点横 （使巧ごと) 

• 「 A 酱告 I 搞排気筒（管’ホース）力*正しく接続されでいるかときどき点検しでくださし、 
はすれでいると運輯中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 

• 「 A 酱告 1 谭雪び多いときじは、給が気筒トツプの商りが雪でぶさびれでしぶいことを礎認しで 
ください。ふさがれでいるときは、除雪しでください。 

運極中に排ガスび室内に漏れで、危膜です。 

♦給が気筒およびトツプの周囲に障害物び置かれでいないか、とさどさ点検しでください。 

隔害物力*置いである場をは、移動しでください。 


給排気筒接続 部のゆるみおよびトツ プ周 固の 点検 （1 シ ーズン 1〜2 卽 

■ "I f .1| ill , in, III … """M il ". I III し …,- I J|_|- 1,111 一…つ 

•給が気筒か’つまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン巧めじは必す点検し、くもび巣をつくったり、 

異物び A ったりしでいるとぎは、必ず掃除しでください。 

•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるときは、 

が気管の接続部の部にはめこんである〇リングか‘破損し 
でし、ないか確かめでくださし、。破損しでいた場合は、お 
買い巧めの販売巧に交換を巧頼しでください。 


油タンクの水抜き 


別売 TC -40 K お油タンクの場合 

巧タンク巧には、化やごみびたまりやすく、をくたまるとストーブの方へ流出しで、の油の流れを 
妨げで十みな义力が出なくなります。 

とまどき化グージを点検しで、なのよラにかを巧いでくだ 
さい。 


1 •化びたまるとな油と化との境巧面に巧色のフ □- 卜び潭 
き上びります。フロートび上まで落き上びっでいたら水 
抜ぎを巧つでください。 



な巧 

つ□-卜 
化 



(1 シーブン1〜2回) 


2•化抜きバルブの下に容器を置いで、水あきバルブをかし 
ゆるめると油タンク巧の化力*出で、フ□ー トび沈みます。 
水を巧いたらか巧さパルブを固く締めでください。 

ミ由漏れびないか必す確認しでください。 


かなき 

バルブ 
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定油面器ストレーナの掃除 


(1 シーズン1〜2回） 
お買いホめの販売店に依頼して < ださい。 


組立でるときは f 

♦ストレーナゴムパツキンを忘れないようにしで<だ 

f .K 

…巧し、';'.' 

•スドレーナを逆に入れないでください。 

♦ストレーナの止めねじを、固く締めつけでください。 
♦巧漏れがないか確飄しでください。 


定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 

水やごみがたまると、な油の流れを妨げで、十分な火力び出なくなります。 
シースンの終ねりには、なのよラに掃除しでください。 

(定ミ由面器ののな油を巧くとぎち同じ方法で巧ってください。） 


1. 油タンクの送油パルブを閱じでください。 

2. ストーブ背面にあるストレーナの掃隙□に八ガキなどの 
厚紙を善し込んで、巧ガイドを作り、その下に客器を霞 
いてください。 （ FF -440 S はろ側面に掃除□があります。） 

3. ストレーナの止めねじをゆるめではすしてください。定 
ミを面器のちれたな油やごみがを部流れ出ます。 

4. ストレーナを取り出しで、きれいななミ由の中ですすぎ巧 
いをしでください。 

•絕棘にかで洗わないでください。: 




.※イラストは FF -350 S を巧します。 


オイルフイルタの掃除 


(1 シーズン1〜呂回） 
お買しがめの販売店に巧頼してくだ立い。 


オイルフイルタに化やごみびたまった場合は、巧のよラに掃除を巧ってください 
(オイルフイルタのな油をおくときち同じ方をで巧ってください。） 


ストレーナカップ 


1. 油タンクのち油パルブを閉じで、オイルフィルタの下に 
でぎるだけ太ぎめの容器を席意してください。 

2. ストレーナカッブをはすし、カップにたまった化やごみ 
を捨ててください。 

3•フィルタを真下に弓 I いではすし、きれいなな油ですすぎ 
洗いしでください。 

!七絶规こがで謂わないでください。 ... . | 

4.フィルタを姐みをみ、ストレーナカッブを強く締めはけ 
でください。油タンクの送油パルブを開き、送油経お內 
の空気巧きをし、油漏れがないか、隨認しでください。 
(9 ぺージ参お） 
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熱交換器の巧部にすすか’異常にたまると、不完を燃焼の原因になります。 

I ;♦異常燃焼（給が気筒から黒煙がでるよラな占き）がおこった揚各には、バーナの点おとあわせ 
:で熱な換器の点検を、お写いホめ0販扉巧に依頼しでください。 . 
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巧流用送風機（巧流ファンガード）の掃除 


(週1回此 h ) 


巧流巧送風機-巧流フアンガードは週1回む上掃除しでください。 

•巧流巧送風機のガード（巧流フアンガード）にほこりがたまると、音び大きくなって温圃置がか 
なくなり、暖房出力か’ほ下すると同時に、ストーブ巧の温度び異常に高くなっで、過熱防止装置 
(安をサーモスタット）が巧動ずる場合びあります。 

巧のよラに掃除を巧ってください。 


( T 巧流用送風機のはすしかた < FF -440 S 。 

1.背面カノ\一 (上)を固定しでいる化粧ビスを取ってはすしでください。 
2•对流巧送風機のリード線プラグを巧いでください。 

3. 蝶ねじをはすしでから、巧流巧送風機を後ろに傾けなびら上巧へ弓] 
ぎ出しでください。 

4. 掃除機などでガード-モータ • 羽根につしげこほこりを取り除いでく 
ださい i 

^ •羽根を巧げたり、趣おさせたりしないよち珪慧じでくださした':';' 



( f 巧流用送風機の組み巧けかた 〈 FF - 4405〉つ 

♦巧流巧送風機をはすしたとぎと逆の順唐で、ちとどおりに組み巧け 
でください。このとき、巧流巧を風機の下側の If ムの部分をプラス 
チックの溝にはめ込んでください。 ‘ 


( T 巧流フアンガードのはずしかた < FF -350 S >) 

1.運転を停止し、对流フアンか’止まっていることを確認しでください。 

2•巧流フアン乃ード上部のとっでををろに巧しでパネ□ックをはすし、 
上に引きあげると对流フアンガードがはすれます。 

3.掃除機などでガード-モータ • 羽根についたほこりを取り除いでく 
ださい。 

：• 羽根を巧ばたり V 変おさせた。レないよラな意しでください 。 i 



はめ迈む 



r 巧流フアンガードの組み巧けかた 〈 FF -3 己 0 S 〉) 

•巧流フアンガードをはすしたときと逆の順席で、ちとどおりに組み巧けでくださし、。 
[[么ミち意 I が流フアンガードをはすじたまま運乾しないでください。 
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地震などの 災害が発生したとをの点検について 

地霞などのが害び発ちし、機器に振動や衝おび加わったとさは、運髓前に必す巧の点検を巧って< 
ださい。 

♦給排気筒周りのはすれ、漏れの確認 参の油配管からの漏れ確認 

点検で異當がみつかった場合は、お質い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


圍9•定期点巧 . 

室期点検に関ずるミ主意 

長期間ご使用になりますと、機器の点検力ろ必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3をなどに、お買いあげ店または修理資格畜〔(お)日ず:扫巧燃 
焼機器保守協含 ( TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術管理講習舍修了著 （5 逆機器技術營理±)など〕 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


圍10•巧障 • 異常の見かけ方と処置方法 

巧のよラな規象は巧障ではありません。 

修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


琼 象 

説 町 

点 

义 

時 

消 

义 

時 

のめで使巧ずるとき、煙やにおい力<で 
る。 

耐熱蟹料やほこりなどび焼けるためです。 

しばら < 窓を閲けで換気しでください。 

のめで使用するときや、シーズンのめ 
ののを巧時に、点义しなし、。 

点义しでち2〜3かで消火しでしまラ。 

参定な面器リじットボタンを t ットしでください。 

(10 ぺージ参照） 

参送油経路内の空気巧ぎをしでください。 

(9 ぺージ参照） 

燃焼開始時や消义をに r ピチピチ」と 
いラ音がする。 

ホ体的部力巧?^によ0隙張、収縮するためです。 

異帯ではありません。 

点义しでをすぐ温風びでない。 

不快なち画を化さないためであ0本巧の部が暖まるとお風 
が自動のにのき化できまず。 

消义しでを適風び出でいる。 

本体内部力*ち却するまで送画を継続します。 

圈 

鬧 

巧の中にとぎどぎ/ホ火び混じる。 

異常ではありません。 

圓 

給が気筒の先端から連続のに白煙が化 
る。 

が気温びほくなると、排方ス中に喜まれでいる化森気が白 
く見をるためで、異帯燃焼じよる白煙ではあ0ません。 
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が気営の搭統部およびが気营 
巧けおが巧リード線の接続部 1〇 
のはすれびないか点検し、はす I e 
れでいたら圧しく接続する X 


ES 


巧気営巧け検巧装面の巧脑 


ルームサー モたンサの周囲を 
点検する 


EC 


室温異を上昇防止装西の巧風 


17-22 


週歷止装超の作動 
(巧をサーモスタット) 


販売店に恆理をの頼する 


取配〕ードの曲線 


締め直す 


運错バイブのおナツトび締ま 
つでいない 


おおつでいるをのを取り除く 


給が気筒の先端びおおわれで 
いる 


排気管の接続菌所を正しく取 
りがける X 


妇像营の接続部にスキマびあ 
る 


20 


巧油をとりかを、定巧面器の 
括除をする X 


な油に化が混 A しでいる 


17.23 


r 化巧などのぶ富が発をしたと 
ぎの点検についで j の点検頂 
呂を確厮し、運拓スイッチを巧 
しなおし'再な义する X 


り 


地磨； y あったまたは、ストー 
ブに強い衝巧をちをた 


延長 3 m 、 曲03窗巧が下に 
する X 


が気管のお琶び長い、巧〇趙 
巧びをい 


ストーブを化平に調節ずる 



送油経路の空気抜ぎをする 


ゴム製を巧管に空気だまりが 
ある 


19〜20 


ストレーナをはすしで描除す 
る 

化タンクの化を巧く X 




定姐面器に化、ごみの目ブま 
り 


破売店に梭理をの頼する X 


給油する 




巧タンクに巧油びない 


販売店に修理を您頼する 5 S 




扁乂ヒータと点义しんとの位 
垣関保が悪い 


版売店に惚理をの巧する X 




点乂ヒータの削線 


処置方を 


参次の表にちとブいで、ちラー度お確かめください。 

♦姐置ち巧で※巧の頂目や、処置方まにより処置しでち良くならないときは、お買い巧めの販売店 
にご相談くだちい。 


泡漏れがある 


巫源ランプをつかない 
一；運転しな3 


巧が义がおえ迹極がとまつた 


のぞきおがくちる 


w 力が大ぎくならない 


点をない 


24 
































































■ . . 

圍 11 •が品を換のしかた 

不完をな修理、調整は危険でずので、部品の交換、調整が必要な場合には、お貢い 
ホめの販売店または、修理資梅着〔(財）曰本百巧燃焼機器保守協含で巧ラほ術管理講習含修 
了害 （5 油機器技術管理±)など）のいる販壳店にご相談ください。 

I I 都蟲交換はコロナ純正が品とご指定ください。 


消耗-劣化しやずい部品 (交換びお要な部品) 


♦長期間の使巧により消耗-劣化しやすい部品 
点义ヒータ（点义しん）.ノト r □ットリング • 〇リング-パッキン類 

参変質.不純打'ぶの使用により劣化しやすい部品 
定ミを面器-点乂ヒータ（点义しん）.ポットパーナ 


1巧.ほ管很巧問ほ用しなぃ場を） 

おしまいになるとぎは、曰常の点検•寺入れの項を敎照し、巧の費領で保管してください。 

1. 電源 ブラグ^ コンたントから巧いでください。 

♦ 1~么を意1 長期間使巧しないときは、電源プラグをおいでください。 

2. 油タンクの送なバルブを閉じでください。 

3•巧流巧送風機の羽根、モータおよび刀ード（巧流フアン乃ード）のほこりを掃除機などで取り席 
いでください。 （22 ぺージ参照） 

4.本体のごみやほこりを取り除いでください。 

参掃陈機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5•オイルフィルタと定巧面器內のの■ミおを巧ぎ取ってください。 （20 ぺージ参照） 

6•本体をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 （21 ぺージ参照） 

7•ストーブは据巧けたまま保管しでください。 

♦温風の出□や背固の巧流巧送風機の刃ード（対流フアンガード）にほこりなどびたまらないよ 
ラにカバーなどをかけでください。 

♦どラしでち取りはすしで保管されるとぎは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしない 
よラおしまいください。 

•巧シーズンに据がけを巧ラときじは、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

.••••：••••. ミ.，.-;-...., . : .....- - - - - ... . ... . 

;•取扱説 i 明富ち犬が【こ巧営以て < C ださい。:::苗 
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3 ■仕樣 



型 


種 類 


点义方な 


使巧燃料 


最大 


燃料消費窗 



標學適 


外形寸法 ( 固台を含む ) 


質 


逗源電圧及び周波数 


定巧消賀單力 


給が気筒の呼びを 


給排気筒の壁顚部の;唯 


排気温度 


流 


置 


他の装置 


属 品 


FF-440S 

FF-350S 

ポットな • 強制給排気お-強制が流形 

單気点乂な 

灯;。 (JIS 

1 号抑油） 

0.48 L/h 

0.39L/h 

0.20 L/h 

0.20 L/h 

1 目, 560kJ/h 口, gSOkcal ル） 

13.450 kJ/h(3, 21 Okcal/h) 

6.900 l<J/h(1,650kcal/h) 

6,900 kJ/h(1.650kcal/h) 

94.5% 

93.5% 

91% 

91% 

4.36kW- 15.640kJ/h(3,750kcal/h) 

3.49kW-l 2,580 kJ/h(3,000kcal/h) 

1.74kW'6,280kJ/h(1,500kcal/h) 

1.74l<W-6,280kJ/h(1.500kcal/h) 

木 造 18m 2 (11 置)まで 

木 造 15m2( 9 置)まで 

コンクリート 25m2 り 5 畳)まで 

〕ンクリ-卜 20m 2 り 2 畳)まで 

木 造 20m 2 (12 置)まで 

木 造 1 日. 5m 2 (10 置)まで 

] ンクリ-卜 30m 2 (18 畳)まで 

コンクリ-卜 25m 2 (15 置)まで 

高さ 600 mm 幅日 00 rrni 奥巧 324mm 

高さ日日 OfM 幅 415nm 奧巧 302 .知肺 

20kg 

16kg 

100V 50HZ/60HZ 

最大 98/98W (点乂初期に短時間発ち） 

最大 97/ 日 6W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時 47/43W 

燃焼時 45/40W 

- D40 

夺 75mm 

260 で切下 

5A 

巧農自動消火装置 • お乂まを装置 

• 燃焼制御装置-停翌安を装置- 

過熱防止装置(ままサーモスタツト 

) 

排気营巧けお知装置-再点义ま全装置-室温異常上昇防止装置 


が 


給が気筒たット1■型紙1 • 取扱説明書1 • 巧化固定金具2 
置台 1 ■ IT ム製送油营締巧パンド 2 - 60Hz 風症制御お 1 


お準適室は、な団る乂 •曰本ガス S ; 巧機器工業含の淳定暮準によります。 
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巧な芭取は a (々4 o ) 


外形寸法図 
































送油経路図 



114 .ア フターサー ビス 

保証について__ 


参このコ□ナ密閉す:石巧ス I ブには保証書カタついでいます。 I ■お買いあげ曰‘販売店名」などの 
記入をお確かめのラえ、販売店からお愛けとりになり、大切に保管しでください。 

♦保証期間はお質いあげいただいた曰から1を間です。 

♦巧のよラな原因じよる故障および事故につきましでは、保証の巧をになりませんのでを意しでく 
ださい。 

■変質 I なミあや不純灯ななど、またな油が》1■の燃料を巧による故障や事故。 

■誤った使巧方法によるな障や事故。 


修理を依頼されるとを 


参本書の「故障.異常の見せけちと処置方を J (23 - 24ぺージ参照）の頂に従って調べでを良くな 
らないときは、電源プラグを巧いでお買いホめの販売店または、お近くのコ曰ナお客なごホ目談窓 
□ (裏表紙参照）にご運絡ください。 

•保証期間中であれば保証雲の規定に従って無斜修理させでいただぎます。 

1:..…三..：;：:：‘：：，:!-:::ご：：；: ......一- ■ ::: 一；..：':.'‘.！ . . : . : ... ... 

! ■保 P 期間が混ぎているときは ；：■捕修用性能部品か保有期間}. 

参お買い巧めの販売店にご相談ください。 I ♦扫巧ストーブの巧修用性能部品（機能； 

修理によちで使巧でぎる製品についで を維持するために必愛な部品）の保育； 

L ; :: はお客様0ご愛望により育料杨理いた 期間は製造巧ちのり後'7年です。 

します。 

♦輸送時や運搬時に定巧面器巧に灯油び残ったままですと、愼きや振動で灯油ぴこぼれることびあ 
りますので必す巧ぎ取つでください。 
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60011 な上 


ISiif 


据巧けについでは、火災ず防を例、壁気設備に関する技術基壁など法をの畐準があります。 

工事説明雲の「安をのために必すお守りください J をお読みじなり、販売店またはおがけ業きとよ 
くご相談<ださい。また、「標準据巧け例 J じついでは、下图を参照しでください。 


標準据付け例 


15■据がけ 

据付け場所の選定 


スト—ブ 





















据付け後の確認 


据なけが;終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「ををのために必すお守りください J をお読み 
になり、工事説日月書に記載されているとおり据巧けられでいるかどラかを瞄認しでくださし、。 


試運転 


試運極は、販売店または据巧業着とご一緒に必す巧ってください。 

1 •運転準備（詳しくは、8〜10ページ参照） 

の油タンクにな油 （ J 旧1号の巧）を給油しでください。 

⑤ 油タンクの送油バルブを開いで、送油経路巧の空気巧ぎをしでください。 

③ストーブ側面のか平器で、か平に設置されでいることを確認しでください。 

@定油面器リじットボタンを輕く巧しでください。.（10ページ参照） 

⑥ ストーブの置台の上やを油管の接続部に、油のたまりや巧漏れびないか確かめでください。 

⑥ 高地（標高500〜巧〇 Om ) で使用される場合は、空気び希薄なため調整び必要となります。 
(詳しくは、型紙藝面のエ輩説日月書 CM 地を使巧を磊客: )を参照しでください。） 

⑦ 運敲スイッチび傾止〕 I こなっているかぉ認しでください。 

運症スイッチを〔運輸のまま電源プラグを〕ン它ントに差し化むと、び表示されます。 
⑥電源プラグをコンたントに是し这んでください。 

参。么ま意 I 電源プラグはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 


2 .運 乾（詳しくは、11〜13ぺージ参照） 

①運療スイツチを押しでください。 

参 電源ランブカタ点の•し、約1分をに点乂します。 

参 点义後5〜6分で巧流巧送風機びまわり温風び出ます。 

i . •"畑 W 巧ミミ臣ぉ 

■ス.ド请プ巧の放を管にな瓶び蔬たされでいませんので、巧び立消えることびあります。こ 
■ の場さは、;有消乂.し:で;;:冷えるのを待ってがらをう^度扁火ムでください。’ 

:■耐熱望.料などが焼けで煙とにおいびでることぴあります。窓をあけで部塵の換気をしでく 

ださい。-: .... - 

⑤運提スイツチを押しちどしでください。 

参 電源ランプカ巧肖なし、約10か後に燃焼用送風機.対流巧送風機力す停止します。 
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8! を 71-2000 

0136)48-60 B 0 


觀離おた!]!}鱗 


32502002 东な•エ切ミみ巧巧が巧 7-7 * f 955-85 10 TE しの巧の32-2バ1(ホげ巧) 

巧巧エ況巧衍巧ま巧 2-5 S マ 945-0817 TE しめ2己7>23—日17日(巧巧） 

巧卸て巧 a 岡巧下巧の；®ノ抑1059デ940•バ4目 T 巳し (0258 に 2—2 じ U け巧） 


沖縄地区 


か W 巧 《 


巧巧巧 W ち E 典は巧シ2•が 1 81 2-0007 T 巨し(が 

用巧讯 a 巧西17638 *10 7841*0042 T 巨した9 

化れ州巧/ぶ*お这夕 S 2- S -4 7803,0828 TE 

n 巧 g ホを王 7-1 む ザ 890-0034 TE 


巧巧 g ホ函上ク -16-5 
W 巧巧 S ノ上卜1レ12 
巧巧》西抵巧巧田注町狂巧巧巧由 74-1 
S 巧 m 巧巧 3-59-2 
乂巧术巧®6目 8-1 


巧巧巧大平 392-1 


ザ890.0034 TE 
7862-09 巧 T 巨 
7851-2106 TE 
7080-0032 TE 
宁 S 70-0107 T 巨 


ザ 9 D 1-2 り3 TE しの9の目 79— 化77(け巧） 


T 乱が 5 巧3的-3330け- 
TELj 052)384-5670 (f 
TEL (0 S 4)238- O 005 (f 
了6 U 日5巧2日 B - 75目5 1 
TE しり 59)234— B 471 I 
TE しり55巧 68-62)01 
TELtose か 25-0275 (巧を 


)743-6741 
)864-8468 
)864-5760 
8)45-4290 
2如-0191 
)622-5244 
お 04-0 巧3 
7)22-4452 


0巧に36—如10 
FAX <022 J 783~1792 
PAX <024) g 33-302) 
024)946-7651 
0242) さ目一お16 
023)642-3254 
023か31—05目1 


お客様ご相談窓口一 覧表 

修理サービスや数品についでのごホ目談は機種名をご確韶の上、お買いあげの 


:□にご巧粉 < ださい。 
3承ください。 



販売店または下記のごホ自談窓□にご依頼ください。 

ご拓居やご階営おなどでお困りの巧さは、下紀のお近くの沼! 
芭称、所在地、巧お蛋哥ホ、変里ずる巧さヴありまずのでご 



齊 111 | 


巧巧》け了曰历卜巧 
もを3が了曰 6-25 
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